
  
 

 
近

藤
勇

と

新

選

組

、

京

都

久

留
米

藩

邸

に
出

没
す 

  
 

 
 

 
 

伊

東 

成

郎 

   
 

☆ 

 

明

治

二

年
（

一

八

六
九

）
一

月

二

十
五

日
。

筑

後

国

久

留
米

城

下

の

寺

院
で

、
一

人

の

藩

士

が

切

腹

し

た

。

こ
の

日
、

同
藩

内
で

は

八

人
の

藩

士

が

切

腹

を

命

ぜ

ら
れ

、
順

次

、

自

刃

を
遂

げ

て

い

っ

た

が

、

こ

の

人

物

も

、

そ

の

中

の

一

人
だ

っ
た

。
名

を

久

徳

与

十

郎

と

い

う

。 

 

か

つ

て

藩

主

小

姓

に

任

ぜ
ら

れ

て

い
た

久
徳

は
、

元
治

元
年

（

一

八
六

四

）

五
月

七

日

に

京

都
に

上

り

、

そ

の

後

、

久

留
米

藩
の

京
都

留
守

居
役

と
し

て

活

躍

し

た

。

上

京

後

、

ほ

ど

な
く

勃
発

し
た

禁
門

の

変

の

際

に

は

長

州

軍

と

果
敢

に

戦

い
、
関

白

二

条

斎

敬
か

ら
、

感
状

な

ど

も

得

て

い

る

。 

 

幕

末

期

の

久

留
米

藩

は

、

佐

幕

派

が
藩

政
の

中
枢

を

担

い
、

尊

皇

攘
夷

派

の

排

除

を

図

っ
て

い
た

。
こ

う

し

た

こ

と
も

あ
っ

て
、

久
徳

も

、

会
津

や
桑

名
藩

士
ら

と
、

交

流

や

親

交

を

深
め

て

い

く

こ

と
に

な

っ

て

い

っ
た

。 

 

し

か
し

、

そ

ん

な

久
徳

は
、

幕

府

の

衰

亡

と

と
も

に

、

イ

ニ

シ
ュ

ア
テ

ィ
ブ

を

取

っ

た

か
つ

て
の

藩

内

急

進

派

か

ら
、

真

っ

先
に

糾
弾

さ

れ

る

こ

と

と

な
る

。

慶

応
四

年
（

一

八

六

八

）
四

月
、

切
腹

に

先

が
け

、

久

徳

は

知

行

召

し

上

げ

の

上

、

揚

り

屋

入
り

の

沙

汰

を

受
け

る

が

、

そ

の

罪

状

は

「
在

京

中

、

会

桑

な

ど
へ

深
く

あ
い

交

わ

り

、

勤
皇

の

大

道

取

り
失

い

」

と
さ

れ

る

も
の

だ

っ

た

。

こ
れ

が
、

か
つ

て
の

同
志

七

人

と

と

も

に

迎
え

た

、

切
腹

と

い

う

悲

劇

へ

と
結

び
つ

く

こ

と
に

な
る

。 

 

実

際
、

京
都

留
守

居
役

と
し

て
の

久
徳

は
、

き

わ

め

て

積
極

的
に

活
動

を
し

て

い

た

。

そ
の

片
鱗

を
う

か
が

わ

せ

る
、

大
変

興
味

深
い

資
料

が

あ

る

。 

 

そ

れ

は

、
在

京

中

に

綴

ら
れ

た

久

徳
の

メ

モ

だ

っ

た

。 

「
諸

藩

性

名

」
と

題

さ

れ

た

そ
の

メ

モ

に

は

、
実
に

膨

大

な

数

の

人

名

が

記
さ

れ

て

い
た

。

几

帳

面
だ

っ
た

ら
し

い

久

徳

は

、
藩

邸
の

内
外

で
自

身
が

接
触

し
た

人
名

を
、

そ
れ

ぞ

れ

の

藩

ご
と

に

記

録
し

て

い

た
の

で

あ

る

。 

 

冒

頭

部

に

、

二

条

家

な

ど
公

卿
諸

家
の

用

人

な

ど

の

名

前

を

並
べ

た

あ

と
、

久
徳

は

、

次
の

よ

う

な
順

で
、

諸

藩

士
の

名
前

を
綴

っ
て

い
る

。

紙

数
の

関
係

で
総

員
の

名

は

割

愛

す
る

が
、

各

藩

ご
と

に

記

載

者

の

人

数
を

上

げ

て

お

き

た

い
。

な
お

、
藩

名

と

人
名

は

久



徳
の

表

記

に
よ

る

。 

 
会
津 

西

郷

頼

母

以

下

五

十
名 

桑

名 
福

本
伊

織

以

下

二

十
一

名 

会
津

藩

家

老 

田

中

土

佐

、

菅

野

覚

兵

衛 

田
辺 

安

井

久

米

五

郎

以

下

三

名 

中
津 

藤

野

彦

右

衛

門

以

下

二

名 

肥

後 

藪

図

書

以
下

二
十

八
名 

薩

州 

大

島

吉

之

助

以
下

二
十

七
名 

土

州 

中

島
小

膳

以

下

二

十

三

名 

加
賀 

恒

川

新

左

衛

門 

肥

前 

坂

田

源

之

助

以
下

三
名 

筑

前 

永

田
直

次

郎

以
下

五
名 

芸

州 

三

宅
万

太

夫

以
下

十
名 

小

倉 

川

島

才

助

以

下

十

二
名 

大
垣 

小

原

二

兵

衛

以
下

六

名 

福

知

山 

飯
田

鈎

太

郎 

宇

和

島 

上

甲

貞

一

以
下

三
名 

津 

戸
波

朋
次

郎

以

下
六

名 

小

田

原 

関

一

膳

以

下
六

名 

大

洲 

窪

田

省

吾

以

下

二

名 

一

橋 

黒

川
嘉

兵

衛

以
下

六

名 

松
山 

河

東

喜

一

郎

以
下

四

名 

武

州

忍 

芳
賀

三
太

夫

以

下

五

名 

因
州 

望

月
正

次

郎

以
下

三
名 

紀

州 

勢

古
格

太

郎 

福

山 

斉

藤
勘

右

衛

門 

岡 

里
見

庄

三

郎 

越
前 

伊

藤
友

次

郎

以
下

四

名 

備

中

松
山 

伊

藤
泰

輔

以

下

三

名 

彦

根 

高

木
□

太

郎

十

三

名 

川

越 

久

松
矢

一

郎

以
下

五
名 

尾
州 

蒲

伍

兵

衛

以

下

二

名 



雲

州 

石

倉

廉

七

以

下

三

名 

尼

崎 

福

山

衛

士 
高
須 

原

田

武

兵

衛

以
下

三
名 

西

本

願

寺 

島

田

右

兵

衛

少

尉

以
下

三
名 

姫

路 

都

築

五

百
助

以
下

五
名 

  

公

卿
関

係

者

を
含

め

て

、
三

百

名

以

上

に

及

ぶ

人
名

が

並

ぶ
さ

ま

は

実
に

壮

観

で

あ

る

。

そ
し

て

当

時
大

島

吉

之

助

を
名

乗

っ

て

い

た

薩

摩
藩

の

西

郷

隆

盛
や

、
後

年
、

会
津

戦

争

で
一

族

多

数
を

失

う

こ

と

と
な

る

会

津

藩

家

老

の

西

郷

頼

母

な

ど
、

中
に

は
一

般
に

よ

く

知

ら

れ

る

人
物

の

名

も

散

見
さ

れ

る

。
こ

の

メ

モ

か

ら
当

時
、

京
都

で

活

躍

し

た
諸

藩

士

一

人

一

人

の

名

前

を

追

っ

て

ゆ

く

だ

け
で

も

、

興
味

は
尽

き

な

い
。 

 

諸

藩
の

筆
頭

に
明

示
さ

れ

、

頭

抜

け
て

多
い

藩

士

名

が

綴

ら

れ

て

い
た

の

は

、

会

津

藩

と
桑

名
藩

だ

っ

た

。

久
徳

与

十

郎
が

仇

敵

か

ら

突
き

つ

け

ら
れ

た

罪

状
の

文

言

は
、

皮

肉

に

も

、

こ

の

両

藩
の

交

流

人

数

の

異

様

な

多
さ

が
、

如
実

に

証

明

す

る

こ

と
に

も

な

っ

て

い
る

。 

 
 

☆ 

 

と

こ
ろ

で
、

こ
の

久
徳

与

十

郎
の

メ

モ

を
見

て

い

た

私

は
、

そ
こ

に

驚

く
べ

き
一

団

の

人
物

名

を

見

つ

け
た

。
末

尾
近

く

「

西

本

願

寺

」

と

「

姫

路
」

の

間

に

記

入
さ

れ

て

い

た

人
々

で

あ

る

。 

 

そ

こ
に

、

こ

ん

な

記
述

が

あ

っ
た

の

で

あ
る

。 

  
 

新
撰

組 

 
 

近

藤

勇 

 
 

武
田

観

柳

斎 

 
 

伊

木

八
郎 

 
 

浅

野

藤
太

郎 

 
 

尾
関

弥
四

郎 

 
 

竹

内

元
太

郎 

 
 

田

中

寅

三 

 
 

塚

本

善
之

助 

  

そ

こ
に

並
ん

で

い

た
の

は
、

ま
ぎ

れ
も

な
く

実
在

す
る

八
人

の

新

選

組

の

隊

士
名

だ

っ

た

。

そ
し

て

い

ず
れ

の

隊

士
も

、

き

わ
め

て
個

性

豊

か
な

顔

ぶ

れ

だ

っ
た

の

で

あ
る

。 



 
京

都

久

留
米

藩

邸

は
、

西
洞

院
通

り

四

条
上

ル
の

西

側

に
位

置

し

て

い

た

。

新
選

組

の

壬
生

屯
所

か

ら

は
、

徒

歩

お
よ

そ
十

分
程

度
で

た

ど

り

着

く

距

離
で

あ
る

。 

 

局

長
の

近

藤

勇

以

下

八

人
の

新
選

組

隊

士

は

、

某

日
、

連

れ

だ

っ

て

こ

の

藩

邸

を

訪

れ

た
の

だ
ろ

う

。

そ
し

て

京

都

留

守

居

役
の

久
徳

与

十

郎
に

面

談

し
た

も
の

と
思

わ
れ

る

。 

「
諸

藩

性

名

」

に

は

、

御

所

内

で
顔

を
合

わ

せ

た

旨

が
付

記
さ

れ

た

藩

士

な

ど

も

記

さ

れ

て

い

る

が

、
近

藤
勇

ら

は

、
直

接
藩

邸

内

で
、

久
徳

に

会

っ
た

の

だ

ろ

う

。 

 

新

選

組

の

訪

問
期

日

を

特

定

す
る

鍵

と

な
る

の

は

、
四

番

目

に

記

さ

れ

た
浅

野

藤

太

郎

で

あ

る

。 

 

浅

野

は

、

新

選

組

が

そ

の

名

を
高

め

た

元
治

元
年

六

月

五

日

の

池

田

屋

事
件

に

も

参

加

し
た

隊
士

だ
が

、

事

件

か

ら
ほ

ど
な

く

し

て
、

そ
の

名

を

「
浅

野

藤

太

郎

」

か

ら
「

浅

野

薫
」

へ

と

改
め

て

い

る

。

そ
し

て
、

こ
の

「
浅

野

薫

」
の

名

が

初
め

て

同

時
代

史
料

に

登

場

す

る
の

は
、

同
年

九

月

二
十

三
日

の

こ

と

と

な
る

（
『
北

沢
正

誠

日

記
』
）
。 

 

し

た

が

っ
て

、

新

選

組

隊
士

た
ち

の

久

留
米

藩

邸

訪

問

は
、

元
治

元
年

九

月

二
十

三

日

以
前

の

こ

と

と

み
な

け
れ

ば

な

ら
な

い
だ

ろ

う

。
さ

ら
に

近

藤

勇

は

、

そ

れ
に

先

が

け

る

九

月

六

日

に

、

隊
士

募

集

な

ど

の

目

的

で

、

江

戸
へ

帰
還

の

途

に
発

っ
て

い
る

。
近

藤

の

帰
京

は
十

月

二

十

七

日
の

こ

と

だ

っ

た

。 

 

元

治

元

年

八

月
某

日
。

近

藤

以
下

八
人

の

隊

士
が

久
留

米
藩

邸

を

訪

れ

た
の

は
、

折

し

も

そ

の

頃

の

こ

と
だ

っ
た

と

断

定
し

て
も

い

い

だ
ろ

う

。 

 
 

☆ 

 

池

田

屋

事
件

の

悲

報
を

受
け

て
、

長

州

軍

は

藩

地

か

ら

続
々

と
京

都
に

進
軍

し
て

い

っ

た

。 

 

長

州
藩

ら
の

勢
力

は
前

年
の

八
月

十

八

日
に

、

対

立

す

る

公

武
合

体
派

勢
力

の

ク

ー

デ

タ

ー

に
よ

っ
て

、

御

所
の

堺

町

御
門

の

警

備

を

解
任

さ

れ

、

京

都

か

ら
の

撤
退

を

余

儀

な

く
さ

れ

て

い
た

。

そ

こ
に

突

如

、

池

田

屋

事
件

が

起

こ

っ

た
の

で

あ

る

。

多

数

の

同

志

た

ち

が

京

洛

の

随

所

で

捕

殺

さ

れ

た

こ

と
に

激
昂

し
た

長

州

勢
力

は
、

た

だ

ち

に

大
軍

で

京

都
に

向

か

っ
た

。
そ

し

て

市

外
の

数
カ

所

な

ど
に

布
陣

を
続

け
た

の

ち

、
七

月

十
九

日
に

、

つ

い

に

御

所
の

周
辺

な

ど

で
守

備
陣

と

戦

闘

に

突
入

す
る

。 

 

こ

の

戦

闘

、

い
わ

ゆ
る

禁
門

の

変

に

新

選

組

も

参

戦
し

た

。 

 

昼

前

に

御
所

へ

た

ど
り

着

い

た

新

選

組

は
、
終

盤

に
さ

し

か

か

っ

た

戦

い
の

中
で
、「
味

方
討

ち

死

に

な

し

。
敵
方

生

け

捕
り

一

人
」（
『
嘉

永
明

治

年

間

録
』
）
と

い

う

わ
ず

か
な

戦

果
を

得
た

。
戦
い

疲
れ

て

そ

の

夜

は
宜

秋
門

前

で

野

営

し
た

隊
士

た
ち

は
、
つ

い
で

翌
朝

、

山

崎

天

王

山

中

に
逃

れ

た

長

州

系
の

オ

ピ

ニ
オ

ン
リ

ー
ダ

ー
の

一

人

、
真

木

和

泉

を

攻

略

す
る

た
め

、

会

津

藩

兵

ら

と

と

も

に

総

員

で
出

動
し

た

。

真

木

は

二

十
一

日
、

新
選

組

が



差

し

迫
る

中
、

山

中

で
自

刃

す

る

。 

 

激

し

い

戦
闘

の

決

着
後

、

京

都
で

は
に

わ

か

に

長

州
征

討

論

が
沸

騰

す

る

。

は
か

ら

ず

も

十

九

日

の

戦

い
で

長

州

軍

は

御
所

へ
向

け
て

発

砲

を
し

た

と

し
て

、
朝

敵
の

名

を

冠

さ

れ

る

こ

と

に

な

っ
て

し

ま

っ
た

の

で

あ
る

。 

 

池

田

屋

事
件

の

戦

果
に

よ

っ

て
、

そ
れ

以
前

と

は

比
較

に

な

ら
な

い
ほ

ど
に

メ

ジ

ャ

ー

化

し

て

い

た

新

選

組

も

、

こ
の

大
義

の

あ

る

戦

闘

へ

の

参

加
を

、

早

く

か

ら
希

望
し

て

い

た

。 

 

組

織
を

代

表

す
る

局

長

で

あ

る
近

藤
勇

の

朝

廷
に

対

す

る
思

い
に

は
、

磐

石

な
も

の

が

あ
っ

た

。
今
春

、
江

戸
東

京

博

物

館

で
開

か
れ

た

過

去

最

大

規

模
の
「

新

選

組

！

」
展

で

、

私

は

、

展

示
物

の

一

つ

で

あ
る

近

藤

自

筆

の

、

と

あ

る

和

歌

（

市
立

函

館

博
物

館 

五

稜

郭

分

館
所

蔵

）

を

初

め

て

見

た

。

そ

の

時

の

感

慨
は

、

今

な
お

忘
れ

ら
れ

な

い

。 

  

を

し

か

ら
ぬ 

命

一

と

つ

を

二
つ

三
つ 

四

つ
も 

ほ

し
き

は 

君

が

た
め

か

は 

  

天

皇
の

た
め

な

ら

ば
、

こ
の

命

な

ど

惜

し
く

な

い

、

い

や
、

そ
の

た
め

な

ら

ば
、

い

く

つ

で

あ
っ

て
も

欲

し

い
。 

 

後

年
、
長

く

勤

皇
志

士
の

仇

敵

な

ど

と
さ

れ

た

近

藤

勇
こ

そ
、
実

に

当

時
の

誰
よ

り

も

、

強

固

な

勤

皇
志

士
だ

っ
た

の

で

は
な

か

っ

た

か

。 

 

い

つ

か

幕

府

の

一

員

と

し
て

派

遣

さ

れ

る

で

あ
ろ

う

長

州
征

伐

は

、
朝

廷
へ

の

忠

誠

心

の

集

約

で

あ
る

。

だ

か

ら

そ
の

日
に

向

け

た
指

針

と

し
て

、

我

が

目

で
さ

ま
ざ

ま
な

政

治

の

最

前

線

を
見

て

お

き

た

い
。 

 

お

そ
ら

く
近

藤
勇

に

は

、

こ

う

し

た
思

い
が

あ
っ

た
の

だ
ろ

う

。

そ
し

て
、

屯
所

か

ら

程
近

い

久

留
米

藩

邸

は
、

こ
う

し
た

「
勉

強

」

の

た

め

に

、
格

好

の

場

だ

っ
た

の

で

は

な

い
だ

ろ

う

か
。 

 

ま

た
、

近

藤

ら

新

選

組

が

天

王
山

で

攻

略

し

た
真

木

和

泉

は

、

久

留
米

水

天

宮
の

神

官

と

い

う
出

自

で

も

あ

っ
た

。

新

選

組

に
よ

る

戦

後
の

各

種

調
査

の

過

程

で

、

久

留
米

藩

京

都

留

守

居

役
の

久
徳

与

十

郎

と

も

、

な
ん

ら

か

の

接

触
の

端
緒

が
生

じ

た

可

能

性
も

あ

っ

た

か

も

し

れ

な

い
。 

 
 

☆ 

 

近

藤
勇

は

久

留
米

藩

邸

訪

問

に

際

し
て

、

七

人
の

隊
士

を

同

行

し

た

。

こ
の

メ

ン

バ

ー

の

人

選

は

実
に

興
味

深
い

。

微

妙
に

柔

と

剛
の

均

衡

が
見

ら
れ

る

か

ら
で

あ
る

。 

  

武

田

観

柳
斎 



 
出

雲
母

里
出

身
で

、
文

久
三

年
末

ご
ろ

に

入

隊
し

た
軍

学
の

キ
ャ

リ

ア

で

あ

る

。

最

高

幹

部

の

副

長

助

勤
職

に

あ

っ
た

。

元

治

元

年

十

月
末

に

、

江

戸

か

ら

伊

東

甲
子

太

郎

が

参

謀

と

し
て

加
入

す
る

以
前

は
、

組

織

内
最

高
の

知
識

人
だ

っ
た

。
さ

ら
に

池
田

屋

事

件

で

は
実

戦
に

成

果

を
の

こ

す

な

ど

、

武

人
的

な
一

面
も

見

せ

る

。 

 

ま

た
、

武
田

は
ブ

レ

ー

ン
役

と
し

て
、

近

藤

が
一

時
期

、
も

っ
と

も

信

頼
を

お

い

た

人

物

で

あ
る

。
藩

邸
訪

問
に

も

、

情

報

分
析

な

ど

に

欠

く

こ

と
の

で
き

な

い

存
在

だ

っ

た

と

み
ら

れ

る

。 

  

伊

木

八

郎 

 

大

坂

出

身

と

伝

わ

り

、

池
田

屋

事

件
に

も

参

加
し

た

。

慶
応

二
年

九

月

に

三

条
河

原

で

起
き

た

新

選

組

と
土

佐

人

た
ち

と
の

戦
闘

に

参

加
し

、
組

長
の

原

田

左
之

助

と

と
も

に

、

一

人

を

斬

っ
た

。

流

派

は

不
明

だ
が

、

剣

の

度

量
な

ど
は

、
一

応

評

価

さ

れ

て

い
た

と

み

ら
れ

る

。

局

長

の

護

衛
役

と
し

て
、

同
伴

さ

れ

た

と

も

考

え

ら

れ

る

。 

  

浅

野

藤

太

郎 

 

芸

州
出

身
で

、

探

索

方

面
に

力

量

を
発

揮
し

た

人

物

だ

っ
た

。
一

方
で

、

確

実

な

学

才

も

持

ち

、
池

田

屋

事
件

後

に

、
才

能

を

評

価

さ

れ

て

副
長

助

勤

に

昇

格

し

た

と

見

ら

れ

る

。 

 

浅

野

は

武
田

観

柳

斎
と

一

対

を

な

す
、

伊

東

甲
子

太

郎

入

隊

以
前

の

組

織
内

の

知

識

人

の

代

表

だ

っ
た

。

ま

た
、

土

方

歳
三

に

も

信

頼

さ

れ

、

そ

の

祐

筆

を

勤
め

た

ら

し

い

。

こ

の

と

き

は

、
近

藤
が

書

記

役

と

し
て

藩

邸

に

同

伴
し

て

い

た
の

で

は

な

い

だ
ろ

う

か

。 

  

尾

関

弥

四

郎 

 

大

和
高

取
出

身
で

、

会

計

か

ら

人

事

や

庶

務

ま
で

、

初

期

新

選

組

の

後

方

部

門
の

最

高

の

キ

ャ

リ

ア

だ

っ
た

。

い

わ

ゆ

る

便

利

屋

と
し

て
、

藩

邸

訪

問

に

は

欠

か

せ
ぬ

人
材

だ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。

惜

し
く

も

在

隊
中

に

病

没
し

た

。 

  

竹

内

元

太

郎 

 

備

中

松

山
出

身

。

池
田

屋

事

件
に

も

参

戦
し

た

が

、

剣

歴

や

学

才

に

つ

な
が

る
伝

承

は

伝

わ

ら
ず

、

こ

の

藩

邸
訪

問
メ

ン
バ

ー
の

中
で

は
、

唯
一

、
選

抜
さ

れ

た

根
拠

と
な

る

も

の

は

見

い

だ

せ

な

い

。 

 

当

時
、

実

弟

を
近

藤
勇

の

養

子
に

し
て

、

局

長

と

の

閨

閥

を

築
き

、

新

選

組

内
で

独

特

の

地

位

を

築

い

て

い

た
幹

部
隊

士
の

谷

三

十
郎

は
、

竹

内

と

は

同
郷

の

出

身

だ

っ
た

。

谷

の

推

挙

な

ど
が

、

背

後

に

あ
っ

た
の

だ
ろ

う

か

。 



  

田

中
寅

三 

 

加

賀

金

沢
出

身

。

こ
の

藩

邸

訪

問

直

前

の

入

隊

者

だ

っ

た

。

品
行

方
正

な
志

士
と

伝

わ

り

、

の

ち

に

は

沖
田

総
司

ら

と

と
も

に

、

新
選

組
の

剣
術

師
範

を
も

勤
め

た
ほ

ど
の

確

実

な

剣

の

力

量
を

持
っ

て

い

た

。 

 

入

隊
ま

も

な

い
田

中
を

同
伴

さ

せ

た
背

後

に

は
、

そ
の

人
物

的

素

養
と

、

剣

術
の

技

量

を
重

視
し

た
近

藤
勇

の

配

慮
が

あ
っ

た
も

の

と

見

ら

れ

る

。 

 

な

お

田

中

は

の

ち

に

隊

規
違

反

に

よ

っ

て

切

腹

死

す
る

が
、

屈
指

の

剣

士
な

が

ら

、

こ

れ

ま

で

ま

っ
た

く

、

在

隊

中
の

エ

ピ

ソ
ー

ド
が

伝

わ

っ
て

い
な

か

っ

た

。

そ
の

点

で

も

、

こ
の

久
徳

与

十

郎
の

「
諸

藩

性

名

」

は
得

難

い

史
料

で

あ

る

。 

  

塚

本

善

之

助 

 

久

留
米

藩

邸

訪

問

隊
士

の

中

で
、

そ
の

履

歴

が
も

っ
と

も

不

分
明

な

人

物

で

あ
る

。

唯

一

、

元
治

元
年

十
一

月
に

土

方

歳
三

が

記

し
た

、

当

時
の

新
選

組

総

員
名

を

記

し
た

「

行

軍

録

」
に

、

そ

の

名

が

記

さ

れ

る
の

み
で

、
出

身
地

も

不

明

で

あ
る

。 

 

こ

の

「

行
軍

録

」

は
、

長

州

征
伐

に
出

戦
し

た

際

の

新

選

組

の

進

軍

体

系

を

示
し

た

形

式

で

記
さ

れ

て

い
る

が
、

こ

こ

で
塚

本

は

、

沖

田
総

司
の

指

揮

す
る

一

番

組
の

一

員

と

な

っ
て

い
る

。 

 

田

中
寅

三

同

様
、

こ
の

と
き

塚

本

は
入

隊
後

、
間

も

な

か

っ

た

。

お

そ

ら
く

近

藤

に

、

特
に

剣
術

の

力

量
を

評
価

さ

れ

て
、

メ

ン

バ

ー

に

加

え

ら

れ

た

の

だ

ろ

う

。 

  

近

藤
は

、

あ

る

者

に

は

情

報

分
析

や

意

見
の

サ
ポ

ー

ト

を
期

待
し

、

ま

た

あ

る

者

に

は

護

衛

と
し

て
の

役

目

を
任

せ
た

。 

 

こ

の

久

留
米

藩

邸

以
外

に

も

、
近

藤
勇

は
随

時
、

精
力

的
に

諸

藩

邸
を

回
り

、
さ

ま

ざ

ま
な

情

報

収

集

に

尽

力

し

た
も

の

と

考
え

ら
れ

る

。 

 

多

く
の

隊
士

を

抱

え

な

が

ら

も

、

決

し

て
第

三

者

に

ま

か

せ

る

こ

と
な

く

、

自

ら

積

極

的
に

他
藩

と
の

関

わ

り

を

模
索

し
て

い
た

近

藤

勇
。

そ
こ

に

は

、

単

な
る

剣
士

と
し

て

で

は
な

く

、

確
た

る
、

政
の

人
と

し
て

の

威

丈

夫

ぶ
り

が
、

は

っ

き
り

と
見

え
た

よ

う

な

思

い
が

し
て

な

ら

な

い

。 

 
 

☆ 

 

明

治

二

年
一

月

二

十
五

日
、

こ
の

か
け

が
え

の

な

い

史

料

を

後

世

に

残

し
た

、
も

と

久

留
米

藩

京

都

留

守

居

役

・

久
徳

与

十

郎

は

切
腹

し
た

。
生

年

不

明

な

が

ら

、

そ

の

享

年

は

五

十

歳
ほ

ど
だ

っ
た

と
伝

え

ら

れ

る

。 



  

…

（

久

徳
の

）

そ

の

人

と
な

り

は

朴
直

で
、

敢

為 

の

気
象

鋭
く

、

難

に

当

り

て

は

一

歩

も

退
か

な

い 

風

で

あ

る

か

ら
、

屠
腹

の

時

も

毫

も

臆

す
る

色

な 

く

、
腹

十
文

字

に

切

っ

た

と

申

し

ま
す

。 

 
 

 
（
『

久
留

米
藩

一

夕

譚

』
） 

  

壮

絶
な

死

を

迎
え

る
直

前

、

久
徳

与

十

郎

は

、

か

つ

て

京
都

の

藩

邸
で

出

会

っ
た

壬

生

の

サ

ム
ラ

イ
た

ち

の

こ

と

を
、

ふ
と

思

い

出

し

た
り

は
し

な

か

っ
た

だ
ろ

う

か

。

そ

の

中

心

人

物
の

近

藤

勇
が

、

新

政
府

軍
の

手
に

よ

っ

て
板

橋
刑

場
の

露

と

消
え

た
の

は
、

ち

ょ

う

ど

十

カ

月
前

の

こ

と
だ

っ
た

。 

 

そ

し
て

、

久

留
米

藩

邸

を
訪

問
し

た

八

人
の

新
選

組

隊

士
の

中
で

、

戊

辰

・

箱
館

戦

争

が

終

結

し

た
明

治

二

年

五

月

以

降

も

、

生

存
が

確
認

さ

れ

て

い

る

人

物

は

、

た

だ
一

人

、

竹

内

元
太

郎
の

み
で

あ
る

。 
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